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ACCUプログラム

環境パッケージ教材『プラネット3』制作会議報告 

ゴミ問題とどう向き合うか 

環境パッケージ教材シリーズ第3作目の『プラネット３』制作会議（2003年３月５日～７日）は 「ACCU国際交流事業」として環境専門家5名を招いて東京で行われた。テーマは、ゴミ処理問題。 来年春には、アニメーションビデオ、冊子、ポスター、教師用ハンドブックのセットとして完成をめざす。 

プラネットとは？ 

　プラネットシリーズ【注】の第１作は水質汚染、第２作は森林保護をテーマとしてとりあげた。どちらも東南アジアのある村に住むミナという女性とその家族、村人たちが、力をあわせて環境問題に取り組むというストーリー構成になっている。 

　第3作目のテーマとなったゴミの処理に関する問題はアジアの環境問題のなかでも、もっとも生活に身近なテーマだ。消費経済が農村地域に急速に広がり、それとともに、農村地域でもゴミ問題が顕在化してきている。その一方で都市のゴミ処理問題は、ゴミの量の拡大と種類の多様化で、悪化の一途をたどっている。 

　今回の会議では、2001年10月にバンコクで行われた『プラネット３』企画会議をうけて準備を進めてきた、アニメーション脚本、小冊子原稿やポスターの概要の試案を持ち寄って検討し、実際の制作に移していくために、タイ、インド、日本から環境問題や環境教育の専門家およびアニメ作家が参加し、活発な議論が行われた。 
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リサイクルの限界 

　ゴミというと、家庭ゴミのリサイクルがよく話題にでる。ところが、実はリサイクルしたからといって問題は解決していないのだ。 

　これは、日本の例*だが、1998年に、約２５万トンのペットボトルが生産された。リサイクルによって回収されたのは、2割弱。再生品となったのは、さらにその３分の２。リサイクルされるという前提でせっかく人手と運搬のエネルギーを使って回収されたペットボトルの３本に１本は、またゴミになって捨てられているということになる。生産されたペットボトルから、再生品となるのは、結局全体の１割少しにすぎない。さらにリサイクルの過程で水やエネルギーが多く消費されるという別の問題も発生してくる。 

　一方、リサイクルという仕組みがあることで、ペットボトルの生産が増える。また、消費者も、リサイクルに出した、という安心感から、ゴミ問題を深く考えることから逃れてしまうという問題もある。 

ミナの村の取り組みは？ 

　今回、ミナの村ではゴミ問題をめぐって何が起こるのか。ある日、ミナの子どもリンが可愛がっていた小ヤギがビニール袋を飲み込み死んでしまう――ここから先は、完成品を見てのお楽しみだが、アジアの農村地域で散乱ゴミの問題が顕在化していることから、ビデオでは、散乱ゴミの問題と、ゴミの分別の必要性をリサイクルに結び付けて考えられるようなストーリーを基本に、リサイクルにまわしただけでは問題は解決しない、というメッセージも組み込むことになった。また、学校帰りの子ども達がスナック菓子を買い食いし、プラスチックの袋を道端に捨てる光景が、タイでもインドでもかなりよく見られることから、そのようなシーンも脚本に織り込むことになった。 
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　一方、小冊子では、ゴミの種類やそれぞれの処理方法、またゴミ問題が生活の変化に応じてどのように顕在化してきたか、等をマンガ形式で紹介していくことになった。ポスターは、３Ｒ（Reduce：使用を減らす、Reuse：再利用する、Recycle：リサイクルする）または４Ｒ（Refuse：過剰包装などを拒絶する、を加えたもの）のメッセージを伝える。教師用ハンドブックでは、小冊子のトピックに沿って、より詳しい情報や、学習者が主体となるような活動のアイデアを盛り込むようなものとすることになった。 

　今後、アジア各国の意見を取り入れながら、来年春の完成を目指し、各国のコミュニティー学習センターなどの学校外教育現場のみならず、学校教育、テレビ放送などで活用される予定である。 
*参考文献：『いのちのまちをつくるゴミのへらしかた』ごみ・環境ビジョン21編・著（星の環会, 2000年） 
文：柴尾　智子（教育協力課長） 

【注】プラネット( PLANET：Package Learning Mater-ials on Environment ) はポスター、ビデオ、小冊子等からなる環境に関するマルチメディア教材。アジア太平洋地域の深刻な環境問題に対応するため、ACCUがアジア太平洋各国と協力して1998年から制作を始めた。 
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